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正 一

　　　　1．まえがき

　　　水爆に関連して上暦の風が気になるよろな状態なの

　　　で，私も執筆を依頼された．上厨風は毎日止むことなく

　　’変化するものであるから，李均状態のみを論じても完全

　、　　　な解決とは云えない．叉死の友は拡散し，落下する粒子

　　　であるから，上層風のみを調べても解決にはならない．

　　然し上暦風は重要な因子であるから，それについて正確

　　　な資料から正しい概念を持つことは科学者の任務であ

　　　り，それを読明しろと云うのが依頼の目的である．そこ

　　！で私は死の友が成暦圏深く入ることを考慮して，日本附

、一　近の風の亭均状態，及び全地球Lの成暦圏の風の状態を

、ぺ正しい概念として読明することに努めた．太陽活動コ・

　　　キウムの時に集めた資料と，日本航室の調査の時に集め

　　　た資料を大急ぎで組み変えたが，不手際から精粗ままち

　　　ちになつたことを残念に思う．読者が上暦気流の概念を

　　　得られる際の一つの参考として頂げたら，此の上もない

　　　幸せである．超高層の風は全く省いた．’

　　　　2．上層風の緯度分布

　　　先ず緯度分布について考えて見ると，ここに掲げる二

　　　っめ図が頭に浮んで来る．第2．1図はアピスコ，イギリ

　　　ス，イソド，バタヴイアのゾソデ及び音響探測を用いて

　　　T∠ρ／ρを描いたものである．∠ρは赤道の同一高度の

　・）気圧からの気圧差を示している．図の線の水李方向の間
塗周

　　　隔は風速に逆比例している．低緯度の東風は貿易風，
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（Trade　wind，Passat）で0～7km　Oo～350の範囲

にある．その上に高緯度迄広く行き亘つている西風が偏

西風（polarw6stery），で下部成暦圏に達している．赤

道地帯では特に30km近く迄達して居り，これを昔は

反対貿易風，　（anti　trade　wind，Antipass㌶）と呼ん

で居たが，’近頃では偏西風と呼ぶ人が多い．亜熱借地方

では20～35kmに夏にも冬にも東風が吹いて居り，こ

れをクラカトア風（Krakatoa　wind）と呼ぶ．それ以

上は夏は東風冬は張い西風でこれをBrasefied〔13〕は

成層圏周極渦　（sサatosphehic　circumpolar　vortex）

と呼んだ．風速は20k血1附近で極小となり，60km附

近で極大となるらしい．100kmになると気圧は10甲3

mmで眞室管の中と同じになり，300kmでは10－6mm

3。　　半球冬　　　　北半珠雪
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　　　　第2．1図　北牛球夏及冬の地上48km迄の風
　　　　の緯度分布．実線はT4ρ／ρの等値線，召は東
　　　　風，予Vは西風，破線はその境，　点線は成層圏

　　　　を示す．貿易風，偏西風，クラカトア風，成層
マ｝　　圏周極渦が表わさ，れていう．・（Goldie1950）

～、、　26，、

南半球頁．　3ヒ孝無各
第2．2図　南北牛球夏冬の地上30km迄の
風の緯度分布．実線は工O　m／s毎の等風速
線，Eは束風，T7Vは西風．赤道の西風帯，
周極東風，両牛球のジエツトストリ・』ムも表
わされている。　（Flohnユ950）一、
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で地上では得難い高眞室となる．室気分子の李均自由路

1程も15kmで10－4cmであるのが，工00kmで工02cm，

300kmでは106c血となる．従つて100km以上の風

は普通め風とは意昧が違つて来る．〔33〕このよ弓なと

ころでは，地球磁場の影響により，南北成分が非常に

大き、くなつて来る・Flohn〔2〕の第2・2図依低緯度の

夏を東風としている点，クラカトア風が200迄しかな

いこと．FIetcher〔14〕に依る赤道西風馨aquatoris¢he

Westwindzoneと，周極東風を加えた点等が違つでい

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与

　さてこれは最も大掴みな表現であるが，この各々の地

域分布はどろなつているだろろか，此の模型に矛盾した

事実はないだろ5か．以下この点について考察しよ5．

　　　　　　　　　　　　　　　●　　・
　3．世界の上層風の平均歌態

　上暦に西風が3量いことは富士1年浅聞山の火山友暦め

拡がり，雲の動き，音響0傳わり方，等いろいろの事で古

くからよく知られていた，緯度200以上の地域では地

衡風近似が成り立つので，各定圧面高度函の等高度線間

隔から風速を読みとることが出来る．風向は等高度線あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1走向と同じと見倣される．地衡風の式は∂＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ωsinψ
ロおぢ

一であるから，同じ緯度では等高．度腺のこんでいると
おル

ころ程風が張い．この式を地衡風尺としておげばよい．

世界に亘つた各定圧面等高度線図は，いろいろな気象の．

激科書に出ているが，今日最も信頼出来るのはNormal

Chart〔28〕である．これは5年間の李均値に依り第3．1

図の如く，冬は西風は糧く，下暦は：北よりで，オホーツク

海が気圧の谷となつている．夏は西風は弱く，下層は南
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よりで，満州硲になつている・これより高噺の状態・鍵

を見るには・UpPerW’ndoftheWo「14〔零4凄よ、☆ll

い・これ億74種の資料を参照して・1941ん43年の李二講

均値を用い，四季別の図を載せ，叉同じ面め風の標準ヴギ』・1

外ル偏差の図をも醜ている・第5・2図の如く390叫鑛

以上は夏を除ヤぐて常に彊い西風である．特に密なと蔦ち’‘綴
が今日ジエツトストリームと呼ばれるもので九州嘩叢

太にある・冬の肪吸で1舗鋤ミ谷になつている・衷F、1

は下層の満州の谷は消未し1意外にも北よりり酋風と葎ll

つている．特にジエツトストリームのみについては〔匁ン
一
。

鯵照されたヤ’・『日本のみにつ照ま〔エ3〕に5000嘩1、

の流線が示されている・柳郷面図は〔3騨示熱窯

いる．　　　　』　　，　。　　　　　　　　　　，｝』　’．顛

低緯度にっ斗・てはs卿が小さくなφ，地衡風近似が鑛

使えないの鱗線図と等風速線で表す曙常であ礁騰

5．3図は赤道地帯の流線図で承速2々～5m／s¢！区域で凝灘
は風向が区々で定轍いの鎌南るから、騨講

い点線で示し・2・5m／s以下の所で1ま全く示してな”☆、

北側に1蠣西鵬の南端が出てし・て・偏東風との寧鰯

承帯を作つている・上層で住南宇球の偏西風欝と停聞纏『、冬

無風帯が見られる．此の無風帯でも勿論風が無いわけ馨酸

はなく，西風ど東風が李均的に相殺しているのであ多≦

が・搬瞬鰯いことは事実らしい・上馴麟騰
15郎塁上の東風槻ら総これだと東隙騎1駁灘
も10km迄達して居るから第211，2．2図とは全ぐ矛．鱒

盾している．Palmer〔33〕によれば太亭洋赤道地幣φ東1、蝋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ風は130。Wより東では安定な貿易風が吹いて居ひ，！～、、，、講

ワイからミツドウエイにかけて安定な弱い波動をなし，・，ご蜜
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第3．3図　赤道附近四季の．700mb（10000ft）の流線．細）・実線は2．5，5，10，工5m／sの

等風速線，×印はビキニ環礁の位置，貿易風帯の両例に偏西風帯との境の無風帯が見える．

（Brooks1950）
都

』

病い　　　子』．魂、



匹

匹、

ピ

L

づ

実

｛　・1　　　　　’

、

潔
．
　

層　　，「一．汽．

40

30

Zo
吋

ノO

o

’o

s
20

30’

，20　　140　　／6σε　180w　，60　　140　　’zo　　’ω　　　30

o

羅’

α泥ノ

一⑬
覧・・ヤク

〉
、

、

　　　　　　　　　ロ　　　　　レ　　　　　し　　　　　ロ　　　　　し　　　　　し
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　　は静かで，×印附近より波動が起り，西側が
　　台風発生の地帯なることを示す．　（Palmer

　　工953）、　　　　　　　　’

マーシヤル辺から不安定な偏東風波動となり，パラオ附

近よりこの波が木安定化して台風を発生するよろになる

といろから，大亭洋でも東部と西部では大分嫌子が違5

らしい．第5．4図は其の模型図である．

4．南方の風配図

以王は李均状態であるが，個々の地点め風を正確に把
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握するには風配図が必要である・』此の英国流の書き方建素講

巾で風速の範囲，長さ纈動尉ものである剖えに鑛

第42図で2・…ftの風醐は螂個の資料から作づ磯

もので，9％は6kt（ノツト）以下である（工kt＝0，5工戯懸

m／s）東風のみを見ると・6～15ktカミ8％・手6～25k㌻粧

・既26～3脚が1％36～45k鰹力§3％あ？樗1，
とになる．これは一今冬のみについての図であり』同君舞1

季でも年による差もあり得る．第4コ図の四地点匿鱗慧灘

いて見ると，クエゼリンで1諏第今・2図）20000ft壌懸灘．一‘
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向がある．これは第2・1，2・2．図とよく合つている矯蕪韓・

ニウエトク（第4・5図）1ま全体に東風が多くボと嘗L難灘霧

が少し北寄りのウエーク（第4．4図）ではもづ，副，！謹

鱒となつて東風が少くなつている・叉南が少ぐ鰺輔・

い．ジヨンソン　（第4・5図）でば風遽が大きく，』一。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ西は同程度だが，北が多く・南は少い・こ紅は非常量鱗1
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も一つ注意脈きは2月末の実馳時に1ま」鯛疇

り30000ftで聯ど西風であつたことである・ζ塒．，

2・1・2・2図と比べて有り得ないこと鷲ないが1珍ら灘
しく思われる．恐らく季節の蓮いと，当時張い偏西風の差編i

谷があつたためであろうと思われる・’串・’、☆灘

　ヴクトル李均風’VE，スカラー李均風甲V8，とす多1灘

と，9』・100’VE／偽を安定度と呼ぶ．風向が全く一定奪鑛
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　6km以下は．10m／sの貿易風，

　9～16kmで15m／s位の偏西
　風，16～19kmセクラカトア
　風が見られる．（Mc　Dowe11
1949）

　　　　　　　を認めた．

　　　　　　　　5．高層観測による成暦圏の風

　　　　　　　　測風気球観測は明治43年からあるに’

　　　　　　　はあつた〔35〕然し超高暦の風が実測され

　　　　　　　出したのは近頃である．雲のある時でも，

測れるためにはレーウイソ，トラソスボーダー，レーダ

ーゾソデ等無線測風装置が発達し，高度を上げるために

は気球の改良が行われ，高度角が下がることによる誤差

を除くためには超短波の使用，トラソスボメダー，中継

・観測等が発達した．

　1947年4月よりNew　Mexico（320N）のWhite

Sandで2kg気球により，霧Okm迄のレーウイソゾソ

デ観測が行われた〔19〕西風は12kmで極大となり，極
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一第5・1図　シドニーの風，縦線は最張風速の

90％の風速の範囲．矢は風向を示す．甫牛
球のジエツト不トリームを示すものでま）る．『
（Edwards1949）
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第4．5図

て少く，西風が稽多い，風速は甚だ強い（森住）

ジヨンソン島昨冬の風配図，南よりの風が極め

大値は100m／sに達し，50m／s以上の日は少くなか

つた．冬季ば時々東風があるほかは常に西風であつた．

5～10月に1ま18km以上は東風となり，極大値は50m／s

に達し，普通は25m／s以下であつた．

　1948年1月29日PuertoRico（1goN）でBalloon

Cluster（葡萄戻状気球）により宇宙線ゾソデ観測が行

われた〔18〕28480m迄上昇し，第5・1図のよろに6km

迄は10m／s位の貿易風9～16kmで15m／s位の偏西

風，16～19kmでクラカトア風となつている．1883年ク

ラカトア大爆発の友がこの風に乗つて世界を一周したと
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第5．3図’イギリスの風，

上は東の成層圏周極渦で，

（Screase1949）

3月以外は量800001ft以

40000ftで風速が弱v、

激第4．3図ゐ如く4万凝7哩／時132m／s）砺・il、麟

る…　　　　　　　　　　　』』縷
　1949年3月24日～7月6日迄にイギリスのKew．’L』、．

D・舳amMar鳳Larkhi11等でレーダー観測が行．麟
われた．〔20〕ナイロメの網に鍍銀したコーナリフレフ，☆蕪

ターを反射体とした・第4・4図で3月24’日以外は8万1、擁

呪以上は皆東　悶とφ境で枷万界辺で鰻譲

速が最も弱い・’　　『　　　　講
日本独特の方法として，細鵬細，鹿鴨都蒸

城・米子・鳥取等で中継観測が臨時的に行われ・25k血1堪ド磁

　　　　　上の上甑も多数瞭料が鰯れつつある・一』蟻

　　　　　〔34〕殊に面白いのは冬にも月に数日東風が冠響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロじ　　
　　　　　見られることで，これがクラカトア風が北上一』顧

　　　　　したものかどろかは興昧ある間題である・　一，1、』懲

　　　　　　以上六つの結果鵬2藤や』Bfas㎡ieldめ☆羅

　　　　　謙著るしい矛盾鰍していな七・よう・砺・ヤ、慧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』ド涯麟
　　　　　る…．　　　．／（つづく）、騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　（高暦課長補佐官〉』・。丁㌻1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダヨヨ
1948年6月一1949年4月にNew平e岡、．』驚

のBelmar（42。N）で10万駅以上のレ』，』「饗

これを癖儀視たらし㌧6族以下で1ワξ
，は偏西風で4万ξ尺に極大がある孔6型手21万鷺

　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　・，蝋
灰では夏1煉風冬1姻風である・この東蝦

風は春分三坦間後に始まり，秋分三週問前繁

迄続く・風速は12万鰹鱒し鱒鞍
り，最大風速鰺の西風は・2哩侍（5喋

m／s）夏の東隙6理／時（27m／s）k垂∫灘

した．Brasefieldはこれを1成暦圏周極渦’図麟

　　　　　　　　　　　　”・』☆難Storatospheric　Circumpolar　VorteXどγ、1領
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　1949年4～8月にSydney（340S）で冨縷
レーダー翻が行われた〔29〕2kg気琳聴壽

に3・grの鍛金気球を入れて反射体蕎鷺
した．第4．2図の縦線は最彊風速の90％、渋繋

以上の風速の範囲を示し，矢印は風向を示・一瀬

す．これは南牛球のジエツトストリー桑を

示すものであろろが，NNWからsSW準．灘

変動しているが，Eは見られない．亭均風竃、饗
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